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カ ラ ム ジ ン に お け る強調 の 大文字 の 使用に つ い て

　　　　
一 パ ソ コ ン に よ る文字列検索を利用 して

浦 　　井 　　康　　男

　　　　　　　　　　 §1　 ロ シ ア文字の 一バ イ ト処 理

　
一 バ イ ト系の 外字 （い わ ゆ る半角外字）作成 ユ ーテ ィ リテ ィ を使 っ た ， 翻字

に よ らない ロ シ ア 文字の
一 バ イ ト処理 に つ い て は ，既 に 1988年｝

’1 ・Pt シ ア 文学会

中部支部で 発表 した の で
， 詳細は そ ち らを参照 して い た だ くこ と に し て ，

（1｝こ

こ で は 要点だ け を述べ た い 。

　外字作成 は ワ ー プ ロ な どで な じみ の もの だ が ， ニ バ イ ト系 と一 バ イ ト系 で は

事情の 異 な る と こ ろ が ある 。 ニ バ イ ト系で は 外字用 の JIS コ ー ドが あ らか じ

め 準備 されて お り， そ の コ
ー ドで 作図 し外字 フ ォ ン ト と共 に 動か す限 りで は ，

他の 文字 と紛れ る こ とは な く， 画面 と印字に も問題は 起 こ らない
。 しか し一 バ

イ ト系 の コ ー ドは ， 255 ケ の 組み 合わ ぜ しか な く， しか もそれ らは 全 て 割 当て

済み とな っ て い る 。

　従 っ て
一 バ イ トで 外字を作 る場 合に は ， 既に あ る 文字の コ

ー ドを借 りて ， そ

の 上 で ロ シ ア 文字を 作図 しな けれ ば な らない 。 当研究で は ， こ れ ま で利用 さ れ

る こ との 少 なか っ た カ ナ 文字 の コ ー ドを 利用 し ， キ リ ル 文字 の キ ーボ ー ドの 配

置に 従 っ て
，

ロ シ ア 文字を 割 り付けた 。 そ うす る と電算機 自身は 一 バ イ トの カ

ナ 文字 コ ー ドを扱い
，

フ ァ イ ル の 出入力や 文字列処理 は全 く意味の ない カ ナ 文

字列に な る が ， 画 而に は ロ シ ア 文字に よ る テ キ ス トが現れ， また コ ー ド変換の

手続 きをすれ ば プ リ ン タ
ー

で P シ ア 文字を打ち 出す こ ともで きる 。

　 こ の
一 バ イ ト処 理 の シ ス テ ム を 使 い ， カ ラ ム ジ ン の 「ロ シ ア 人旅行者の 手

紙」｛2）の 第
一

部 と第二 部 を光学的 自動読取 り（OCR ）で デ ー タ 化 し （約 170 ペ ー

ジ ， 500K バ イ ト）， 現在それ に 色 々 な文字列処理 を加 え る実験を して い る が ，

今回 デ ー
タ チ ェ ッ ク を兼ね て こ の 部分 で の 分析を試み た 。 デ ー タ を作品 の 前半

（全四 部 の うち の 前二 部 ）に 限 っ た の は ， デー
タ の 作成 とその チ ェ ッ ク が時間

の か か る作業で あ る こ とが第一 の 理 由だ が ， そ れ以 外に も以前 こ の 作品 を分析

した時に 得た 体験 に 基 づ い て い る 。

　それ は ロ シ ア を 出国 して ドイ ツ か らス イ ス に 到る こ の 部分 は ，
フ ラ ン ス 革命
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中 の パ リで の 見聞を綴 っ た 第三 部や イ ギ リ ス に 渡 っ た 時の 第四 部 と ， 文体的に

大 き く異 な っ て い る か らで ある 。 特に 第四部の 透 明な文体に 対 して ， 第
一 ・ 二

部で は カ ラ ム ジ ン の 様 々 な 言語的な実験が 各所 に 見 られ ， 文体的に は む しろ 混

沌 と し て い る と言 っ て よい か もしれな い 。 また こ こは 380 ペ ー ジ に 及ぶ こ の 作

品の 書 き出 しの 部分 で あ り， 彼の 目指す文章語 もま だ模索 の 段階 で 様 々 な言語

的な揺れが あ り， それが か え っ て 分析に は 好都合 と思われ た か らで もある 。 今

回 コ ン ビ ＝，− fi一を 使わ なけれ ば 出来ない 研究 テ ー マ と して ， こ の 作 品に お け

る普通 名詞 の 大文字化 の 現象 （い わ ゆ る強調 の 大文字）を分析 して み た
。

　　　　　　　　 §2　 カラ ム ジ ン に お け る大 文字の 使用

　す こ し以前 まで
一

番信頼で き る と考え られ てい た 1964年版の カ ラ ム ジ ン ニ 巻

選 集は
，
　13｝現在の 文章語規範に 合わ せ て 相当量 の 書ぎ換えが行わ れ ， 当 時 の 文

章語 の 様子 が か な り歪 め られ て い る こ とが ， 1984年に JIHTepaTypHble　 naMfiT

H 服 H 版が 出た こ とで 分か っ た 。 カ ラ ム ジ ン に よ っ て 何度 も推敲 され た こ の 作

品に 対 し て ， テ キ ス ト校 正 と各版 に お け る ヴ ァ リア ン トが詳 し く示 された こ の

版 は ， 若干 の 語尾変化や 正 書法 で の 修正 と，

一
部 の ミ ス プ リン トを 除 けば ， 当

時の テ キ ス トの 様相を ほ ぼ再 現 して い る と言 っ て よい で あろ う。

　そ し て そ こ に お い て は ， 地 名 ， 人 名な どの 固有名詞 の 語頭 で 使 われ る大 文字

以外に ，今 日で は 見 る こ との で きない ， 普通名詞で の 大文字 の 使用が相当数見

られ ， とま ど う程 で あ る 。
これ らの 大文字に つ い て 「pOT は 次 の 様 に 言 っ て い

る 。
（4）

　Bbino　BpeMH
，
　Korna 　y　Hac 　BcfiKoe 　HHocTpaHHoe 　cy 珥 ecTBHTe ∬bIloe　HMfi

oTJエIlqaLTH　Ha　nHcbMe 　60nbruoK） 6yKBo鼓　KapaM3HH　rlHca π ： ABTop
，
　 JIMT−

TepaTypa ．　TaK 冫Ke　nvacanvacb
，
　 e田 e　”o・llee

，
　 HMella 　3BallHti，　 Ao 皿＞1くIlocTeVa

，

yHpe）K 双eHvaH
，
　 HayK

，
　 THTYLIbl

，
　 He3aBliCHMO 　oT 　 rrpovacxo冫1〈lteLIMfi　 cJloB

，
　 Ilanp．

FeHepaJI
，
　Hpo Φeccop

，
　npeAce 丑aTeJlb

， ．［［eliapTaMellT ，
3eM ∬eonHcaHHe ．　 Ho

BcKope 　 nocJle 　KapaM3HHa　cTapaH 　HpHBblqKa 　cTaJ王a　H3MeHHTbCH ．

　本研究 の 範 囲で も例え ば tilpol ！eccop ，
　cT翼 eHT

，
　 Ho ∂T 等は 常 に大文字で 現

れ る が ， yrvaTe；lb は 常 に 小文字で ， ま た rreBell や aKTep は 両方で 現れ て い

る 。 また 同 じ 6naroAap正o　cyllb6y の 文脈 で も ，
　 cynb6y は 大文字に も小文字

に もな っ て い る 。
こ の 研究で は 大文字の 機能に つ い て の 一 般的な理論や ，

樹 そ
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の 使い 力の 詳細 な規則 とい っ た 問 題に は 直接触れず ， カ ラ ム ジ ン に お け る特異

な大文字の 使用 とその 揺れの 現象に 焦点を 当て て
， 分析す る こ とに し よ う。

　 なお こ の 研究 が ，
コ ン ピ ュ

ー タ ー
を使わ なければ出来ない 理 由は 次の よ うで

ある 。 カ ラ ム ジ ン が大文字で 使 っ た 語彙の 用例を集め るだ けな らば ， 手作業の

カ ー ド取 りで も十分に 対応 で き るが ， 揺れ の チ ェ ッ ク の た め
一 度で も大 文字で

使われ た 語が ， 逆に 小文字 で も使われ て い ない か どうか を全テ キ ス ト中で チ ェ

ッ ク す る こ とは ， もし調べ るの が CTylleH ’r の
一一

語で あ っ た として も， 非常に

面 倒な作業で ある 。 だ が こ こ で 対象と なる 単語は Hpo Φeccop
，
　 cTyneHT

，
　 HogT

を始め と して ，
fieBell

，
　aKTep

，
　cynb6a 等 の 250語を下 らない の で ， こ れ らを 全

て 人闇の 目で 正確に チ ェ ッ クす る こ とは 不 可能に 近い 。 しか し コ ン ピ ュ
ー タ ー

は 対象の 数量的 な処理 と共 に ，
コ ン コ

ー ダ ン ス に 見 られ る よ うな網羅的 な検索

も得意 とす る と こ ろ で あ り， 上 記の 作業 も部分文字列 の 検索 の 手法を 使えば ，

〔6｝

3 時間ほ どで い と も簡単に な され て し ま うの で ある 。

　 こ うして 集め た デー タ を分析 した 結果 ，
こ の 作品 の 前半の 部分に 限 っ て 言え

ぼ ， もち ろ ん
一

部 の 揺れ は 認め られ る もの の ， カ ラ ム ジ ン の 大文字 の 使用 は ，

実に 細 か い 神経 が 行 き届い た シ ス テ ム を た して い る こ とが 明 らか に な っ た 。 前

述の 発言を見 る限 り 「pOT も， こ の シ ス テ ム を見抜けなか っ た と思わ れ る 。 以

下 それ を順次 見て 行 くが ， 出現例は カ テ ゴ リー的に 大 き く三 つ の グ ル ー プに 別

れ る 。

　　　　　　　　　　　　　 §3　 一 般的な世界

　 こ れ は 階位称号 ， 神 ， 王侯 貴族等を示す普通 名詞 の 場 合で ， 以下 の §4 ， §5

に 比べ る と義務的な用法に 近い が
， 個別 の ケ

ース で 大小文字の 両方が使われ て

い る場合を調べ て み る と ， そ れ らの 使い 分けに は 意義の 分化を担わ せ た細か い

配慮が 見 られ る こ とが 多い 。

　以下 に 具 体的 な単語 リス トを示すが ， リス トの 中で は 大文字だけ の 使 用の 語

も全て 小文字で 示 した 。 な お 単語 の 後の （1）の 中の 数字は 前が大文字の 場合 ，

後が 小文字の 場合の 出現回数を示 し ， 意義 の 分化 の ある もの も同 じ形式で それ

を示 した 。

一 方 ！の 無い （ ）は ， 特に こ とわ りが無けれ ば大文字だ け の 出現

回数を示 して い る 。 また 綴 りは カ ラ ム ジ ン の 形 に 従 っ て い る。

貴族 （称号，人 物）

　6apoH （23），　KHH3b （7），　KHfirPIHfi （2），　KypOPMpcT （4），　Maprrpaq ）（3），
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MapKH3 （9），
　roΦMe 且cTep （1）

　KaBanep （412）： （騎士／貴婦人に 付き添 う男）

　ABOPfiHXH （3！4） に は 意義 の 分化は 見 られ なか っ た 。

聖職者 （称号， 人物）， 教派

　　a66aT （2），　apxHAHaKoH （3），　apxHeHHcKon （1）， 五yxoBHb磁 （1），
　 JLyxoBeH −

cTBo （2），　erlHcKon （2），　KapAHHaJI （1），　MHccMoHep （1），　nana （6），　nacToP

（4），
Hpe ∬aT （2），　cBπ珥 eIn．IHI〈（11），　He3yHT （8），　KaTonHK （5），　opAeH （5），

IIPOTeCTaHT （3）

　CBHT 磁 （3／2）： （聖 人／形容詞 で ）

　npOHOBeAHHK （912）に 1’ま意義の 分化 は 見 られなか っ た 。

　
一

方以 下 の もの は 小文字で しか 使わ れ て い ない
。

　MoHax （6），　MoHaxMHfi （3）， ロepKoBHHK （3），
　MyHeHxK （1），

　 cTpa 皿a刀e耳 （2），

6paTua （2）

　　軍関係 （称 号 ， 人 物）

　　　allblOTaHT （1），　BaxMHcTp （1），　rerlepaA （5），　1くallmaTaH（30），　Kanpan （1），

　MaHop （5），　 Mapma 汀 （5），　oΦHロep （47），　no ；L　IopyqvaK （2），　nopyqm 〈（35），

　rlopyqmua （1），　npanopLUm 〈（1），　pHTMe茸cTep （1），　cep 冫KaHT （2），　正HTa6 −

　oΦHHep （1）

　か な り頻度の 高い 語が多い が ， こ れ らに は
一

貫 して 大文字が使わ れ て い る 。

た だ テ キ ス ト35ペ ー ジ28行 （以下 p．　35−28 と略す） の nonKoBoneu に は小文

字が使わ れ て い て ， こ の 用法か らの 逸脱 と思わ れ る 。

一
方兵士 。 部隊 な どを示

す語に は 全 て 小文字が使わ れ て い る 。

行政 （称号 ， 人物 ， 機関）

　6｝｛prepMe茄cTep （2），　6yproMHcTp（4），　ry6epHaTop （1），　KaHllnep （1），

KoMMHcap （2），　KoHcya （1），
πaH 双ΦoxT （1），

　 iloco ・1 （1），
　 no 陵TMehcTep （13），

1
．
loqTMe 葭cTep 正Ha （1），　MMHHcTP （4），　ceKpeTapb （8），

　ceHaTop （4），
　cHH 八HK （1），

coBeTHHK （2），　 IIOJIHIIetiCKOti （1），
　HJHpMe 益cTep （6），

田 aΦIlep （6），
　a丑MHpan −

Te 且cTBo （1），　6JlaroqHHHe（1），　HocoJIbcTBo （3），　cetiM （1），
　ceHaT （2）

　　なお 以下 に は
一

例 小 文 字 が あ っ た ：npaBHTetlbcTBo （4！1），
　 pecny6nHKa

（12！1）
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王 ， 皇帝 （称号 ， 人物）

　MMHepaTop （12），　HMrlepaTpHUa （3）　Koponb （38），
　KoponeBa （4），

　 fipHHII

（10），
HpHH 正lecca（1）， 玖apeBHa （1）

　rocyAapb （4132）： （国王 ／rocynapb 　Mo 苴 の 呼びか け の 形 ）

　11aPb （313） で は大 文字は 「皇帝」， 小文字は 以
一．．
ドの 例 の よ うに 比 喩的．な場

合に 使わ れ て い る 。

　6narocπoBnfiH） HapH 　Bon 　FepMaHcKHx （P．90−37）（ラ イ ソ 川 の こ と）

　6bm ，ILoBoJleH 　KaK 政apb 　（p．91−18）

　神 ， 天使．等

　　　直接 こ れ らを示す語

　　　60冫Ke （4），
60冫KecTBo （3），　rocilo双b （2），　aHren （3），　aHocTon （1），　AeMoH

　（1），
caTaHa （1），

60roMaTepb （1）

　　　60r （2613）：小文字で使わ れ た 以下 の 60r は キ リス ト教 の 神で は な い

　　　H3 　TBoP 耳eB 　FpeqecKxx，　rleBlla　60roB　H 　repoeB 　（P．106−14）

　　　60r　JlecoB　（P．115−Ol）

　　　60r　HcKycHbl 員 BfiecHoReHbH 　（p．130−18）

　　　こ れに 関連 して キ リ ス ト教に は 女神は い ない の で ， 60r”Hfi （013）は 小文字

　 の み 。

　神は 大 文字使 用 の
一番強力 な カ テ ゴ リ

ー
で ， 間接的に こ れ を 示す もの な らば ，

普通名詞 は もち ろ ん指示代名詞，人称代名詞 ， 所 有代名詞 ， 関係代名詞 に まで

大文字が使わ れ る 。 P．133−39 以下は そ の 典型的な例で あ る 。

　　　BceBbllllHhlth（3），
　Llcl〈ynliTem） （1），

　 cnacHTenb （4），
　HpoBH 且ellHe （311）

　　　HnpeKJIoHan　KoJleHa
，
　ycTpeMHJI　B30p 　cBoVa 　Ha 　He60

，
　H　rlpmHec ｝KepTBy

　cep 双eqHoro 　MOJIel・｛Hfi　　 ToMy
，
　KTo　B　cHx 　rpaHHTax 　M　cHerax 　HaneqaT ・

Jle」1　 cT ・e・J・　 fiBcTBeHH ・ CB・e　BceM ・Py皿 ecTB ・
・
CB・e　Be 刀 四 He

・ ⊆B・1・ Beq −

　1．IOCTb ！＿ （p．133−39 以
一
ド）

　　　また 以下 の 語で は大小文字の 使い 分けが見 られ る 。

　　　TBopeu （2！3）： （創造主 ／作家）

　　　MmaACHe ロ （3！4）：

　　　　　MapHA 　co 　Mna 八ei．珥 eM （p．53−06）（幼子イ エ ス ）

　　　　　MaTb 　c　MnaAeHIIeM （p．144−18）（難産で 共に 亡 くな っ た
’
母子 ）

　　　Ile60 （5／32）：大 文字 は動詞 MO 」IMrfb
，
6naroAapHTb

，
6Jlaroc・lloBliTb と共
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に 使わ れ た時で
，

「神」に近 い 二
＝ ア ン ス

。 小文字は He6061ii ．llo　ACHO の よ う

な文 で ， 「空 ， 天候」 の 意味 。

　cyAb6a （819）：始め ex−一一一例を除い て 小文字 だが ， テ キ ス ト33ペ ー ジ 以降で は

擬人化 され た 場 合は 大文字 ， 普通 の 意味で は 小文字に す る使い 分 け が 定 着 す

る 。
（7）

　 そ の 他

　rocrlo江HH （47／17）　：

　デ ー
タ 的 に は か な り散 らば っ て い る よ うに 見 え る が ， 敬称 （FocnOJIm｛ 6nyM ，

1　．ocHoAHH 双OKTop ）で は 大文字， 「旦 那 ， 主人」 の 意 味 の 名 詞 で は （noqb

rOCUOfzmla 　epo ）， 小文字の 用法 が
一

貫 して守 られ て い る 。
こ の 用法か らの ず

れ は ， 各 々
一一

例ずつ （P．22−11
， P．　30−33） しか 認め られ なか っ た 。

　rocno ｝Ka （712）：上 記 と同 じパ タ ー ン
。 ずれは

一
例 （p．105−26）。

　ManaM （510）：大文字だ け。

　八aMa （5／11）： 同 じ様な文脈で 大小文字の 場 合が あ り， 扱い は
一

定 して い な

い 。

　　　　　　　　　　　　　　　　§4　 学 問の 世界

　こ こ で は 大文字の 使用 が一一一WIして い る 。 どの よ うな範囲の もの に まで そ れが

及ぶ か を ， 単語 リ ス トを あげて 示 す こ とに す る 。

学者の 称号 ， 人物

　AoKTop （25／1），　npo ΦeccoP （24），
　cTyAeHT （22），

　KaHAH 双aT （1），　MarHcTep

（22）， pelくTOP （1）

　yqellblfi（3／20）： （学者／形容詞 で ）

　以 下は 小文字の み yqHTe．qb （6），　yqHTeJlbHvalla（1），
　yqeHm 〈 （6），

　yqeHHIIa

（1）

学問 の 名称及 び学者 ， 施設

　Me 双取K （1），　 MeAH 艮賊Ha （3），　 MeTa ΦH3HK （3），
　 MeTa Φ｝13HKa （4），

　 noJIHTHI 〈

（1）・
H ・nHTHKa （1）・

ncHx ・nor （1），　 rrcvaxon ・r朋 （1）， ΦH 五・c・Φ（26），

Φ翻 oco Φ朋 （10），
　al

’
ITeKapb （1），

　aHTeKa （1）

　acTpoHoM （2），
He 双aror （2），

HaTypaJIHcT （4），
　MopaJIHcT （1），

　MaTeMaTHK （1），
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　OPHJIo」lor （1），　 IIHHvaK（1），　 cHcTeMaTHK （1），　 cKenTHK （1），
　 aHTHKBap 曲 （1），

　HcTopHK （1），　apxHTeKTop （1）

　　 norHKa （4），
9cTeTHKa （2），

　 xHMHfl （1），
　 Teo 毋or朋 （1），

　 opHliTo 」orHfl （1），

　MexaHHI ｛a （1），　IlyMHcMaTorpaop （1）

　　YHHBepCHTeT（9），
　aKaAeMHfi （7）

　なお HCTQP 觚 （4110）に は （歴史／出来事，
エ ピ ソ ー ド）の 使い 分け が あ っ

た 。

　また こ の 作品で は ，
ス イ ス の 哲学者 Jla鎚 Tep との 交際や カ ラ ム ジ ン 自身の

興味か ら， し ば しぼ 観相学 （Φ肥 HorHOMHKa ）の 用語 が現れ る。 しか しその 扱い

を大小文字の 観点か ら見 て み る と， 書籍の タ イ トル を 示 す場合な どを 除い て ，

積極的 に 大 文字を使 っ た 所は一 ケ所 し か な く （P．　107−42）， し か もそ こ で は

djn3HorHoMHKaと並 ん で MeTonocKormfl （額 占い ），　 xMpoMaHTHfi （手相占い ），

fionOCKOflHfi （足の 裏占い ）の 語に も大文字が使わ れ て い る 。 上記の 単語 リス

トか ら分 る よ うに ， カ ラ ム ジ ン は 学 問 の 世界 に
一

貫 し て 大文字を使 っ て い る こ

とを考え る と， 彼に と っ て観相学は 擬学問で あ り，

一
定の 距離をお い て 接 して

い た と言 え よ う。

　　　　　　　　　　　　　　　§5　 芸術の世界

　学問の 世界で は
一

貫 して 大文字が使われ た が，芸術の 世界で は 分野 ご とに 使

い 方は 様 々 で ある 。

詩人及び文学者 ： ほ とん どが大文字

　nogT （19／1），
　HecHoneBeU （3），　HecHorleBH ロa （1），　 cTHxoTBopeq （2），

　 JIHT−

TepaTop （1），
　pvaTop（3）

　た だ し HeBeu （2／7）は 小文字 の 方が多い
。

〔8）

詩 ， 詩の ジ ャ ン ル 及び文学 ： ほ とん どが大文字

　Ho93P ［fi（14），
　HnHnnllfi （4），

　snerHfl （1），
　JlvaTTepaTypa （10），

　ona （5／1）

　nogMa （415）：小文字は 手紙番号33， 34， 38で 現れ る 。

　た だ し以下 の もの は 小文字だけ

　noBecTb （2），
　rlpeAaHHe （5），　poMaH （1），　cKa3Ka （1），

6acHfi（2）

著者 ， 出版界

一 34 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

　aBToP （34／1），
　ilMcaTeJlb （8）

　上 記二 語は 安定 した 大文字使用 。 以下 は揺れ て い る か 小文字の み 。

　couMHHTeJI 正》 （2／5），　nepeBoAgHK （214），
　fiy6JiHKa （11／7），

冫KypHan （2／6）

　M3双aTe ∬b （0／1），　KHHrolipoAaBeLl （0／7），　qHTaTe πb （0／6），　TvanoppaOpHil

（014）

舞台芸術

　 こ の テ ー マ は い くつ か の 手紙 で 集中的 に扱わ れ ， 大 小文字 の 使用 は一 定 し

て い ない
。

　TeaTp （1316），
　aKTep （814），

　aKTpHca （2！2），
　onepa （613），

　Tpare ，IIHfi（413），

KoMeJLHH （4！4），
1｛oMe 丑HaliT （3／1）， 五paMa （4！3）

　 こ れ らの 使用 に 対 して の 統
一

的 な ル
ー

ル は 発見で きなか っ た 。

　他の 芸術

　基本的 に小文宇が使わ れ て い る が ， こ れ は こ の 領域 に 対 す る価値観が カ ラ ム

ジ ン の 時代 と現 代で 大 き く違 うこ とに よ る と思 わ れ る 。
つ ま り彫刻 ， 絵画等 は

当時は 職人に よる美術工 芸 品に過 ぎず ， 独立 した 芸術 とは 見な され て い なか っ

た 。 ち なみ に 彫刻 が 芸術 と見 な され る よ うに な っ た の は ロ ダ ン 以降 と言わ れ て

い る 。

　xy
，
IEo＞KHHK （3／11）： 3 回 の 大文宇は P．144で の み 。 カ ラ ム ジ ン は こ の 語 を

「彫刻家」 の 意義で 使 うこ とが 多い 。

　　HCKYCCTBO （3／27）：

　　英語 の art の 原義 と同 じで ， 彼は こ の 語 を 「技術 ， 腕前」 の 意味で 多 く使

　 っ て い る 。 なお大文字は H3 ”UUI−lblfi　HCKyCCTBa の 形で 使わ れ て い る 。

　　以下 は み な小文字 だけ の もの 。

　　＞1〈vaBonvacb （3），
冫1〈HBoHHceU （9），　 BaHTe 皿 b （1），

　 xy 双o 冫KecTBo （2），
　 MY3blKa

　（5），
My3blKaHT （2）

　　　　　　　　　　 §6　 カ ラム ジ ン の 大 文字使用

　FPOT は カ ラ ム ジ ン の 大 文字使用 を ， 外来語 に対 して
， 又 は 起源に 関係な く

称号 ， 地 位 ， 学問等 を示す語に 対 して な され て い る と述べ て い るが
，

こ の 説 明

で は §5 の 芸術 の 世界で 見 られ た ， あの 複雑な使われ方 は 解 明で きまい 。 例 え

ば aBTop が大文字 なの を 外来語の た め とす る な らば ，
　 nHcaTenb も全 て大文字
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に な っ て い る の を何 と説 明 し よ う。 また TeaTP は 外来語で あ っ て も， 大文字 と

小文字の 両 方が使わ れ て い る 。

　こ れに 対 して文学記念碑版で の nOTMaH と ycneHCK脯 の 言及は 注 目に値す

る 。
（9｝

　AIIatlH3　HallpflH ｛eHHo 苴 pa60Tbl　KapaM3HHa　 HaJI　pa3JI四 IIblMH　pe双aK 玖朋 MH

TeKcTa 　fie3BoJlfleT 　yTBep｝1く双aTb
，　qTo 　HMKor 皿a 　pe田 eHPIe 　三）Toro 　BoHpoca

（yfioTPe6neime　3ar 」IaBIIblx 　6yKB の こ と） He 　BblHOcMnOCb 　aBToMaTHqeCKH 　H

6e3pa3Jvaqiエo　K 　coAep 冫KallvalO
，
　 a　Bcer ，qa　fipec，Ae八〇BaJlo　H皿e苴Ho ・xy 八〇冫KecT −

BeHHylo 　ue ・lb
，
　 BI）Ipa 冫Ka πo　 HeKoTopyK ） no3HuHK ） aBTopa ．

　上 記の こ とを か い つ まん で 言え ぱ ， カ ラ ム ジ ン の 大文字使用は ， 彼の 価値判

断や共 感 と結びつ い て い る こ とに なろ う。 こ の 立 場に 立 っ て §5 の 芸術の 世界

で の 大小文字 の 使い 方を見て み る と， 大文字は 詩文学 の 領域 とそ の 作家に 集 中

して い る こ とがわ か る 。

　こ れ と カ ラ ム ジ ン が ク ロ ブシ ュ ト ッ ク に 心酔 し，作品 の 各所 で こ の 詩人 に 言

及 し ， また 彼 の ゆか りの 地 を 訪ね 歩い て い る こ と等を考え合わせ る と ，
こ こ で

の カ ラ ム ジ ン の 大文字使用は ， 芸術 の 中で 詩文学を最高の もの と考え ， そ れ に

志を 立 て て い る こ との 反映 と解釈 され よ う。

　こ れ に 対 して §3 の 一般的な世界で は 状況 は 大 き く異 な っ て い る 。 実際 こ こ

に お け る称号や地位を 示す名詞 の 大文字使用に ， 彼の 共感を 読み とる こ とは い

ささか 無理 で あ り， む し ろ こ こ で は 大文字使用 の 正 書法規則 の 設定 と ， そ れに

よ る大小文字の 使 い 分けを実践 し て い よ う。

　「pOT は §2 で 示 した カ ラ ム ジ ン の 大 文字使用 に つ い て の 言及の 後半で ，

11切 彼

自身の 大文字使用 の 規則を 提案 し て い る が，そ こ で の カ テ ゴ リ
ーは 本論 §3 の

もの に か な り近い （大文字使用は ， 神 ，
ロ シ ア の 王 朝名 ， 称号 ， 役職，地 名

民族 ， 宗教 ， 国 家機関 ， 教育施設等）。

　§4 の 学問の 凹界で の 大文字使用 に つ い て は ， それ が一
貫 して な され て い る

点か らみ れ ば §3 の 義務的 な用 法 に 近い が ，

一 方 yqUTeJlb，　yqeHHK は小文字

だ が ，
npo Φeccop

，
　cTyneHT が大文字で ある こ とや ， 彼が学 問 を好み ，

一 時は

ドイ ツ 留学 も夢み た こ とを考え合わ せ る と ， §5 と同様に 彼の 共 感と結び つ い

て い る と言え る か も しれ ない 。
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　以 上 を ま とめ る と，
カ ラ ム ジ ン の 大文字使用 に は 正書法に よ る義務的使用 と，

彼の 価値判断に よ る任意の 使用 の 二 種類が あ るが ， 両者は 文字面で は 区別 で き

ない た め ， テ キ ス ト中で は 両老が 渾然一 体 と な っ て い て ， その ま ま で は 彼の 大

文字使 用の 意 図が つ か め な い こ との 方が 多い と雷え よ う。
こ れが カ ラ ム ジ ン の

大文字使用の 真 の 姿 で は なか ろ うか 。

　　　　　　　　　　　　　　 §7　 結　語

　§4 ， §5 で 示 した デ ー
タ で ， 使用規準 も明確で 揺れ の 生 じる可 能 性が少 ない

もの の 中で ， 1回 だ け小文字 が使われ て い る場合が い く つ か あ る 。 それ らは

aBTop （3411）， （小文字は P．　168−44）， 双ol〈Top （2511）， （小文字 は P ．　66−19）

等で あるが ， 当初 こ れ は カ ラ ム ジ ン の 校正 もれ か と考え て い た 。

　 しか し1820年版の カ ラ ム ジ ン 著作ts−OI）の マ イ ク P フ ィ ッ シ ュ が入 手で きた の

で ， それ で チ ヱ ッ ク した 所 ， 上 記の 小文字は大文字で 印刷 され て い た
。

一
方文

学 記念碑版 も こ の 生前最後 の 版で あ る 1820年版を底本 に して い る の で ，

｛12〕 こ れ

は 記念碑版の ミ ス プ リ ン トで ある こ とが判明 した 。 そ こ で §3， 4， 5 で 扱 っ た

全 デ ー
タ を再度1820年版 と照 合 して み た 所 ， さ らに Ho3T （p．58−−13）と yqeHble

（P．65−27）も大文字で あ る こ とが分か っ た が ，
cynb6a

，
　TeaTp 等の 揺れ の 複
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　eHT ＃a や ＃CTy 八eHT ＃OM な ど の 形 も全 て 拾 い 出せ る こ と に な る
。

な お検 索プ 卩 グ ラ

　 ム は 福．井大 学教育学 部の 舘 清隆助教 授 の 開 発 した プ P グ ラ ム を 利 用 さ せ て も らっ

　た 。 詳 し くは ， NETWORK 　vo1 ．1，
　No ．4， 1988

，
　PP．9〜25

， 舘清隆 ， 「英語例 文 検

　索 シ ス テ ム の 公 開 利 用 に 向け て 」 を 参 照 され た い
。 また コ ン ピ ュ

ー　Ptc よ る文字 列

　処理 の 基 礎的概念や 方針 に つ い て は ，電気通信 大学 の 岡 本 哲也教 授 に 多 くの 示 唆 を

　 い た だ い た 。

（7） 以 下 の 図 で 数字 は ペ ージ を ， 数 字 の 上 の ＊ は 6aarOAaPK ） cyflb6y の 季罅文を ，

　 「人 」 は 擬人 化 され た揚合 を 示 す こ と に す る と ， cy 五b6a の 大小文 字の 使わ れ方 は

　 次 の 様で あ る 。

　　 　　 　　　 　　 　　 ＊ 　 ＊ ＊ 人 人 　 　 ＊ 人 ＊

　　 大文 字 二　　　 23　　　 34，
49

， 60， 76 ，　　　 138 ， 148， 156

　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　
−一．一．’．1．．．．．．．．一一．．．．．．．．…．．．．．．．一一

　　　
“

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 …

　　 　　 　　　 　 ＊ 　 人 　 ＊ 　 人 …
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　 小 文 字 ： 6， 14，22
，

31
，

33　　　　　　　 132
，

135
，　　　　 161

，
166

　　　　　　 −　　　　　　　　　一一一一　　　　　　　　　　一一　　1−．．−’．r・．・’．■rr．・・r匿Lr．國．・凵齟’　　　　　　　　　　　　　　　　一一一．．　．．’　・　．．　　・　’．　　・　ゴ．．　　　．　　　．’　．　．’　　　　→

（8） カ ラ ム ジ ン は ク 卩 ブ シ ュ ト ッ ク に 対 し て し ば し ば こ の 語を 使 っ て い る が ， こ の 語

　 の 本来 の 意義 は 「歌 い 手」 で あ り， llO ∂T ほ ど 明確 な概念規 定 が 無 い た め と思 わ れ

　 る 。

（9） nHTepaTypHble　naMfiTHHKH 版 ，
　 cTp ．519．

（1◎　刄・K・rpoT
，　op ・cit ・cTp 。359．

（1］）　H ．M ．　KapaM3uH，
　CouHHeHufi，　 H3双．3−e ，

　M ．， 1820
，
　T ．2〜5．

  　JIHTePaTyPHLIe　 naMHTHHKH 版 ，
　 cTp．391。

  　多分 こ れ は human 　nature を ロ シ ア 語 に 移 した もの と考 え られ t こ こ で の nature

　は カ ラ ム ジ ン の HaTypa と概念 が 違 う の で 小 文字 に な っ て い る の で あ ろ う。

  　浦井 康男，「カ ラ ム ジ ン に お け る 形容詞 最．．L級 の 使用 に つ い て 」， 古代 卩 シ ア 研究 ，

　 XVI
，
　pp．128〜129

，
1986，

　　　 KARAMZIN ’S　USE 　 OF 　EMPHATIC 　CAPITALS ：

Utilizing　a　Personal　Computer 　for　Finding　Letter　Sequences

Yasuo 　 URAI

　　　 Imanaged 　to　succeed 　in　processing 　single −byte　Russian 　 characters 　without

transliteration　and 　 in　 optical 　 character 　 recognition 　 of 　 them ．　 I　 made 　 a　 data

collection 　 of 　the　first　half　of
‘‘Letters　of 　 a 　 Russian 　Traveler ”

（the　total　Iength

of 　the 　First　 and 　 the 　 Second　 Part 　 is　 500　 K −bytes） by　 Karamzin
，
　 and 　 analyzed

capitalized 　common 　nouns ，　 which 　would 　be　extremely 　 diMcult 　 without 　 the　 help
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of  a  computer.

     As  a result, Karamzin's use  ef  capital  letters is found  to cover  three

major  fields, such  as  General  Titles for God, nobles,  classes,  etc., Arts and

Academic. In the  first field he suggested  and  also  at  the  same  time  practiced

his own  idea of  orthography,  and  he showed  a  great deal of  care  in the way  he

used  capital  letters and  small  letters. In the field of  Arts his unique  usage  of

capital  letters seems  to be deeply involved with  his own  values  and  constitutes

an  element  of  so-called  
"new

 style".
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